
News & Topics f rom JA JA からのお知らせ

広域農協支所別取引成績（5月）
令和8年4月16日
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お悔やみ 謹んでご冥福をお祈りいたします。
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苫小牧消費者協会通常総会

広域課長係長研修

第 4 回企画会議

4 地区組合長会議（札幌）

第1回営農支援協議会

北海道ブラック＆ホワイトショウ～24日
穂別町民植樹祭

第1四半期事業ヒアリング

第１四半期事業ヒアリング
厚真町獣魂慰霊祭

厚生連　第 2 回理事会
第 2 回農業振興本部全体会議

苫小牧観光協会総会
日胆営農部課長会議

胆振管内施策推進会議
経済事業与信ヒアリング

北海道畜産公社　獣魂慰霊祭

厚真支所経営所得安定対策・出荷契約受付　～５日
広域農業振興対策協議会（白老）

4 地区常参会議（札幌）

4 地区専務会（札幌）

日胆組合長会総会、組合長会議・各作物別合同会議
第 2 回　共済連運営委員会

白老牛肉まつり　～7日

JA 共済一斉推進　～9日（穂別）

新規就農者激励会
第４回監事会　第６回理事会

ホクレン肉牛市場

ホクレン乳牛市場
本所オフサイトミーティング
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31日 日

苫小牧支所  桜井　利之  平成4年8月1日  入組
旧苫小牧市農協：金融部貯金共済課貯金共済係、金融部融資課融
資主任
JA合併後：苫小牧支所管理金融課管理融資係長、苫小牧支所金
融課金融係長、苫小牧支所金融共済課貯金共済係長、白老支所金
融共済課金融共済係長、苫小牧支所金融課金融係長、苫小牧支所
総合渉外課共済係長、苫小牧支所金融課長補佐、金融部貯金課長
補佐、白老支所金融共済課長、苫小牧支所金融課長、白老支所金融
共済課長、追分支所金融共済課長、苫小牧支所金融共済課調査役

職員異動 お疲れ様でした　　依願退職 4月30日付

お詫びと訂正
　前月発行の4月号、12頁に掲載しました大型連休について、ATM　ホ
クレンショップしらかば店における土日営業時間について誤りがありまし
たのでお詫びの上訂正させて頂きます。正しくは9：30～ 17：00となり
ます。
　また、14頁に掲載しましたJAバンク手数料の改定について、住宅ロー
ン手数料に誤りがありましたのでお詫びして訂正させていただきます。
正しくは、全額繰上償還については55,000円、一部繰上償還について
は11,000円となります。
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SANSAN　

光り輝く

▲辞令交付後集合写真

練習中の関口職員

選手のストレッチを行う石黒職員

令和８年度

新採用職員紹介
　令和8年4月1日、新採用職員の辞令交付及び研修会を開催いたしました。
本年は8名の新採用職員が入組しましたのでご紹介いたします。

（さとう　まさゆき）
佐藤　政幸

①伊達市
②伊達高校
③ゴルフ
④一日も早く業務内容を覚え、組合員の皆

さまに信頼していただけるよう取り組
んでいきたいと思いますのでよろしく
お願いします。

【農産部農産課】

（ふくみつ　そうた）
福光　颯汰

①音更町
②北星学園大学
③ライブ・フェスに   

行くこと、温泉を巡ること
④一日一日を大切に過ごし、多くの経験や

知識を吸収して即戦力として働けるよ
うに日々頑張りたいと思います。

【厚真支所営農課】

（たきもと　のぶあき）
滝本　宣晃

①苫小牧市
②苫小牧工業高校
③バスケットボール
④これまでの経験がどれだけ活かせるか

は分かりませんが、自分にできることを
少しずつ増やし、組合への理解を深めて
いきたいと思います。

【金融共済部共済課】

（すがわら　あゆむ）
菅原　歩

①清里町
②酪農学園大学
③旅行
④組合員に頼られる職員になれるよう、頑

張ります。

【農産部農産課】

（いもと　しんせい）
井元　伸生

①白老町
②苫小牧西高校
③バスケットボール
④高校を卒業したてで、何もわからない状

態ですが、JAとまこまい広域の職員と
して挑戦心を持って頑張りたいです。

【金融共済部貯金課】

① 出 身 地
② 出 身 校
③ 趣 味 ・ 特 技 　
④ ご 挨 拶

配 属 先
氏　名

（こんどう　たかき）
近藤　隆貴

①むかわ町
②北海道科学大学
③散歩・買い物
④知らない事ばかりですが、学び、成長し

て、いち早く皆様のお力になれるよう
日々頑張っていきたいと思いますので
ぜひよろしくお願いいたします。

【農産部そ菜園芸課】

（いしぐろ　りゅう）
石黒　瑠

①恵庭市
②札幌スポーツ&   

メディカル専門学校
③編み物
④少しでも誰かの力になれるように元気

よく頑張ります!

【総合支援課】

（せきぐち　こうた）

正職員（キャリア採用）

正職員（新卒）

正職員（キャリア採用） 正職員（キャリア採用）

正職員（新卒）

準職員（嘱託） 準職員（嘱託・アスリート採用） 準職員（嘱託・アスリート採用）

関口　航汰

①神奈川県横浜市
②精華学園高校
③サッカー、車、バイク
④サッカーとの両立をしながら、JAとま

こまい広域の力になれるように全力で
楽しく頑張ります。

【総合支援課】

【ASC北海道とは】
日本のサッカーリーグはピラミッド型の階層構造になってお
り、全国規模のプロリーグである「J1、J2、J3」に続きJリーグ
への昇格を目指すセミプロクラブや強豪アマチュアクラブが
参加する「JFL」、そして都道府県をまたぐエリア単位で構成
される第５階層目の「地域リーグ」、６階層目にアマチュア色
が強い「都道府県リーグ」があります。
ASC北海道は2004年に「あつまスポーツクラブ」として厚真
町から誕生しました。2010年に女子チームが全国リーグに昇
格し、北海道の名前を背負って戦うこととなり、ASC北海道と
クラブ名を変更し、厚真町と苫小牧市を拠点に、現在北海道
リーグ（地域リーグ）で活動しています。練習会場、ホームスタ
ジアムは浜厚真野原公園サッカー場を利用し、日夜練習や試
合を重ねています。
【JAとのつながり】
ASC北海道は、2024年に3年後のJFL参入、5年後のJ1リー
グ昇格を公式表明。
旗印に掲げる地域と密着した活動を行っていく上での後方支
援を担うべく、JAとまこまい広域は少額ではありましたが協
賛契約を結びました。
【アスリート採用について】
協賛契約2年目である2025年、ASC北海道は全国的にも異例
の大型補強を行い、全国各地より強豪選手を招聘しています。
そのような中において、ASC北海道では選手の生活基盤を確

保し、全力でプロを目指せる環
境づくりの一つとして、厚真町
厚南中学校で教員経験のある
GMの徳田恒徳氏を中心に協
賛企業へのアスリート採用を
進めています。
JAとまこまい広域では本年
度、ASC北海道から２名をア
スリート採用することに致し
ました。選手は昼にJAで働き、
夜はサッカー選手として鍛錬
を重ね、土日祝日は対外試合等
を行っていくことになります。
近年JAは人材不足から職員の
確保に苦慮しており、若く体の強いASC北海道の選手雇用はお互いの
思惑がかみ合った瞬間でした。
また、アスリート採用には、他にも様々なメリットがあります。将来、当
JAで働いた選手が大きく羽ばたいた際の様々な期待値や、選手のセカ
ンドキャリアを考えた場合の選択肢に当JAが生まれる可能性もあり
ます。なにより、地域と一体となって突き進むチームの支えになること
は、掛け値なしの企業価値に繋がります。
本年アスリート採用となった２名のうち、関口航汰職員は現在１８歳。
清水エスパルスユースに所属し、U15、U16の日本代表に選出。ユース
所属中にパラグアイ、ブラジルに留学し、鍛錬を重ねてきました。ASC
北海道における飛躍が期待されます。
関口職員は「選手として有頂天になっていた時期もあり、紆余曲折も
あったが自分に声をかけてくれたASC北海道に、そして仕事の場を与
えてくれたJAとまこまい広域に感謝しかありません。サッカーは勿論
ですが、JAとまこまい広域の業務も持ち前の「燃える心」で精一杯頑張
りたい」と話してくれました。
また、石黒瑠職員はASCのトレーナーとしての採用となります。
高校まで選手としてサッカーを学び、卒業後は専門学校にて選手のコ
ンディショニングやリハビリ
テーション、健康管理や傷害予
防、応急処置を行う専門家として
日夜勉強に励んでいます。

「サッカー選手同様、農家の皆さ
んも体を酷使する職業だと思い
ます。仕事をしながら、そういっ
た相談も受けられるような関係
性を育てていきたい」と決意表明
されました。
アスリート採用となった職員は
繁忙部署をローテーションする
形での変則的勤務体系になりま
すので、組合員の皆様、叱咤激励
の程お願い致します。
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とまこまい広域農業協同組合「機構図」

あぐり講座

JAからのお知らせ

ASC北海道試合スケジュール

札幌市厚別公園
陸上競技場

第49回北海道
サッカーリーグ

第1節
14：00ノルブリッツ

北海道5/17

リーグ名

浜厚真野原公園
サッカー場

第49回北海道
サッカーリーグ
2026第2節

10：00北蹴会
岩見沢5/24

グラウンド開始時間対戦内容日程

JAとまこまい広域におけるアスリート採用の取り組みについて
【地域からJリーグへ】JAマンと競技の二刀流！デュアルキャリアという考え方／ASC北海道の挑戦
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04 03

広域

（敬称略）

米（高収量の部）

菊地　英智【穂別支所】

❶

大豆（高収量・高品質の部）

（有）武田農園【追分支所】

❹

メロン（高収入・高収量の部）

山田　晋也【追分支所】

❼

和牛（素牛の部）

中村　俊太【白老支所】

10

米（高品質の部）

菊地　英智【穂別支所】

❷ 小麦（秋播小麦、高収量・高品質の部）

（株）渡部農場【厚真支所】

❸

小豆（高収量の部）

（農）海沼農園【厚真支所】

❺ てん菜（産糖量の部）

（株）渡部農場【厚真支所】

❻

南瓜（高収量の部）

【穂別支所】

❽ 酪農の部
今泉　祐貴【早来支所】

❾

和牛（肥育の部）

吉田　隆三【白老支所】

11 養豚の部
（有）希望農場【厚真支所】
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第23回（令和7年度）JAとまこまい広域共励会 広域 第25回通常総代会を開催
　平成15年度より実施している共励会表彰は生産組織が整備され
ている品目かつ、JAの年間販売取扱高が3億円をこえる品目が対
象となり、各部門の最優秀者には毎年4月の総代会にて表彰を行っ
ています。第23回となった本年度の表彰式は、全12部門から構成
され、耕種8部門と畜種4部門の受賞者がステージへ登壇し堀組合
長から表彰状と記念品が手渡されました。
　受賞された皆さまにおかれましては、管内の栽培技術や飼養管
理技術の高位平準化の模範として今後ますますご活躍されますことをご祈念申し上げます。

　4月8日、厚真町総合福祉センターで第25回通常
総代会が開催されました。メインスローガンは昨今
の農業情勢に打ち勝つために「食と農を支え、豊か
で魅力ある地域社会の実現」と引き続き昨年と同じ
スローガンとなった。
　開会に当たり堀弘幸組合長は「当JAの令和7年
度販売実績は米価高騰が反映され、前年対比で
111%、販売額が過去最高の170億円となりました。
政策金利改定に伴い信用・共済事業の収益基盤強
化を図ることや事業推進体制の効率化と農業生産
現場の生産性向上や職員の人員確保など課題があ
りますが、スローガンのとおりに事業展開して参りま
す」と挨拶した。

【全8議案の承認】
　総代総数240名の内、本人出席76名、書面議決
137名の計213名で出席率88.8%。定款第41条に
より総代過半数の出席のため本総代会が成立した。
議長は厚真地区の浅野美樹氏と早来地区の小谷暁
志氏が務め、令和7年度決算及び令和8年度事業計
画など全8議案が承認された。

【役員改選】
　任期満了に伴う役員の改選が行われ、5名の理事
と2名の監事が退任された。理事16名、監事5名の
役員選任が可決され、女性理事として厚真地区の佐
藤美奈子さんが選任された。また、女性参与として
追分地区の谷口麻弥さんと石崎代里子さんが選任
された。最後に退任する7名の役員に感謝状の贈呈、
退任の挨拶が行われ総代会は終了した。

出 荷 頭 数 25頭

日 齢 単 価
去勢 3,143円
めす 2,483円

出 荷 頭 数 9頭

Ｂ Ｍ Ｓ 11.00

枝 肉 重 量 491.9㎏

年間出荷頭数
4,402頭

（前年対比
109.1％）

脂 肪 率 4.168%

無脂固形分率 8.846%

蛋 白 率 3.416%

生 菌 数 1.9千個

体 細 胞 8.2万個

長岡　定男

収量/10a 1,899㎏

収量/10a 2,603㎏

収入/10a 1,477,425円

面 積 2,143a

収量/10a 7.33t

糖 度 15.9%

収 量 1570.97t

産糖量/10a 1.167t

面 積 684a

収 量 20,800㎏

収量/10a 304㎏

面 積 1,679a

収 量 114,317㎏

収量/10a 681㎏

1 等 比 率 100.0%

面 積 1,190a

収 量 48,840㎏

収量/10a 410㎏

上位等級比率 72%

面 積 1,563a

低タンパク米収量 79,932㎏

低タンパク米比率 75.0%

面 積 1,563a

収 量 88,737㎏

収量/10a 573.0㎏

▲開催挨拶をする堀組合長

▲新役員の紹介

▲役員退任の感謝状贈呈の様子 ▲議長団（左：厚真地区　浅野美樹さん、右：早来地区　小谷暁志さん）

地域の話
題を

パチリと

カメラレポート

04 03

広域

（敬称略）

米（高収量の部）

菊地　英智【穂別支所】

❶

大豆（高収量・高品質の部）

（有）武田農園【追分支所】

❹

メロン（高収入・高収量の部）

山田　晋也【追分支所】

❼

和牛（素牛の部）

中村　俊太【白老支所】

10

米（高品質の部）

菊地　英智【穂別支所】

❷ 小麦（秋播小麦、高収量・高品質の部）

（株）渡部農場【厚真支所】

❸

小豆（高収量の部）

（農）海沼農園【厚真支所】

❺ てん菜（産糖量の部）

（株）渡部農場【厚真支所】

❻

南瓜（高収量の部）

【穂別支所】

❽ 酪農の部
今泉　祐貴【早来支所】

❾

和牛（肥育の部）

吉田　隆三【白老支所】

11 養豚の部
（有）希望農場【厚真支所】

12

第23回（令和7年度）JAとまこまい広域共励会 広域 第25回通常総代会を開催
　平成15年度より実施している共励会表彰は生産組織が整備され
ている品目かつ、JAの年間販売取扱高が3億円をこえる品目が対
象となり、各部門の最優秀者には毎年4月の総代会にて表彰を行っ
ています。第23回となった本年度の表彰式は、全12部門から構成
され、耕種8部門と畜種4部門の受賞者がステージへ登壇し堀組合
長から表彰状と記念品が手渡されました。
　受賞された皆さまにおかれましては、管内の栽培技術や飼養管
理技術の高位平準化の模範として今後ますますご活躍されますことをご祈念申し上げます。

　4月8日、厚真町総合福祉センターで第25回通常
総代会が開催されました。メインスローガンは昨今
の農業情勢に打ち勝つために「食と農を支え、豊か
で魅力ある地域社会の実現」と引き続き昨年と同じ
スローガンとなった。
　開会に当たり堀弘幸組合長は「当JAの令和7年
度販売実績は米価高騰が反映され、前年対比で
111%、販売額が過去最高の170億円となりました。
政策金利改定に伴い信用・共済事業の収益基盤強
化を図ることや事業推進体制の効率化と農業生産
現場の生産性向上や職員の人員確保など課題があ
りますが、スローガンのとおりに事業展開して参りま
す」と挨拶した。

【全8議案の承認】
　総代総数240名の内、本人出席76名、書面議決
137名の計213名で出席率88.8%。定款第41条に
より総代過半数の出席のため本総代会が成立した。
議長は厚真地区の浅野美樹氏と早来地区の小谷暁
志氏が務め、令和7年度決算及び令和8年度事業計
画など全8議案が承認された。

【役員改選】
　任期満了に伴う役員の改選が行われ、5名の理事
と2名の監事が退任された。理事16名、監事5名の
役員選任が可決され、女性理事として厚真地区の佐
藤美奈子さんが選任された。また、女性参与として
追分地区の谷口麻弥さんと石崎代里子さんが選任
された。最後に退任する7名の役員に感謝状の贈呈、
退任の挨拶が行われ総代会は終了した。

出 荷 頭 数 25頭

日 齢 単 価
去勢 3,143円
めす 2,483円

出 荷 頭 数 9頭

Ｂ Ｍ Ｓ 11.00

枝 肉 重 量 491.9㎏

年間出荷頭数
4,402頭

（前年対比
109.1％）

脂 肪 率 4.168%

無脂固形分率 8.846%

蛋 白 率 3.416%

生 菌 数 1.9千個

体 細 胞 8.2万個

長岡　定男

収量/10a 1,899㎏

収量/10a 2,603㎏

収入/10a 1,477,425円

面 積 2,143a

収量/10a 7.33t

糖 度 15.9%

収 量 1570.97t

産糖量/10a 1.167t

面 積 684a

収 量 20,800㎏

収量/10a 304㎏

面 積 1,679a

収 量 114,317㎏

収量/10a 681㎏

1 等 比 率 100.0%

面 積 1,190a

収 量 48,840㎏

収量/10a 410㎏

上位等級比率 72%

面 積 1,563a

低タンパク米収量 79,932㎏

低タンパク米比率 75.0%

面 積 1,563a

収 量 88,737㎏

収量/10a 573.0㎏

▲開催挨拶をする堀組合長

▲新役員の紹介

▲役員退任の感謝状贈呈の様子 ▲議長団（左：厚真地区　浅野美樹さん、右：早来地区　小谷暁志さん）
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　春
浅
い
４
月
６
日
、
追
分
ご
ぼ
う
生
産
部
会

（
大
久
保
悟
会
長
）
は
、
追
分
旭
共
撰
場
に
お

い
て
、
ご
ぼ
う
共
同
機
械
の
部
品
交
換
お
よ
び

整
備
作
業
を
実
施
し
た
。

　当
日
は
部
員
３
名
が
参
加
し
、
グ
リ
ス
ア
ッ

プ
作
業
や
摩
耗
し
た
爪
の
交
換
な
ど
を
行
い
、

約
半
日
で
一
連
の
作
業
を
終
え
た
。
手
際
よ
く

進
め
ら
れ
た
作
業
か
ら
は
、
日
頃
の
連
携
の
良

さ
が
う
か
が
え
る
。

　同
部
会
で
は
、
毎
年
春
先
に
機
械
の
点
検
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
共
同
機
械
を
安
全
か

つ
円
滑
に
利
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
。
大
久
保
会
長
は
「
農
機
具
の
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
中
で
、
日
頃
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
た
。
今
後
も
部
会
と

し
て
協
力
し
な
が
ら
、
共
同
機
械
を
長
く
大
切

に
使
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　ご
ぼ
う
の
生
産
現
場
で
は
生
産
者
数
の
減
少

が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
共
同
利
用

に
よ
り
、
農
作
業
の
省
力
化
・
効
率
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。
今
後
も
部
会
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
農
業
の
維
持
・
発
展
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

が
期
待
さ
れ
る
。

　4
月
11
日
（
土
）、
白
老
支
所
は
「
春
の
園

芸
用
品
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
た
。
早
朝
は
小
雨

が
降
り
し
き
り
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
開
場

時
間
を
迎
え
る
頃
に
は
一
転
し
て
清
々
し
い
晴

天
に
恵
ま
れ
た
。
こ
の
天
候
の
回
復
が
絶
好
の

外
出
日
和
と
な
り
、
多
く
の
地
域
住
民
が
足
を

運
ぶ
熱
気
あ
ふ
れ
る
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　昨
今
の
世
界
情
勢
に
よ
る
肥
料
・
農
薬
の
価

格
高
騰
が
続
く
中
、
園
芸
フ
ェ
ア
特
別
価
格
で

の
販
売
が
功
を
な
し
た
の
か
、
肥
料
受
付
に
は

開
場
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。
特
に
肥
料

の
売
れ
行
き
が
非
常
に
良
く
、
特
別
価
格
で
の

提
供
が
大
き
な
魅
力
と
な
っ
た
。

　例
年
通
り
、
組
合
員
農
家
の
み
な
ら
ず
、
家

庭
菜
園
を
趣
味
と
す
る
一
般
来
場
者
が
多
く
目

立
っ
た
。
こ
う
し
た
方
々
か
ら
は
、
土
作
り
か

ら
収
穫
ま
で
の
具
体
的
な
栽
培
方
法
に
関
す
る

質
問
が
相
次
い
で
寄
せ
ら
れ
た
。
職
員
が
一
人

ひ
と
り
の
作
付
け
規
模
や
生
育
不
良
の
原
因
と

い
っ
た
具
体
的
な
悩
み
に
寄
り
添
い
、「
ど
の

肥
料
が
最
も
効
果
的
か
」「
防
虫
対
策
、
駆
虫

に
は
ど
の
農
薬
が
お
す
す
め
か
」
に
つ
い
て
丁

寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。
専
門
的
な
提
案

は
非
常
に
好
評
で
、
多
く
の
お
客
様
か
ら
「
自

分
に
合
っ
た
も
の
を
選
ん
で
も
ら
え
て
助
か
っ

た
」「
こ
れ
で
も
う
一
度
挑
戦
し
て
み
よ
う
と

思
う
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
は
、
お
客
様

同
士
が
「
去
年
の
出
来
は
ど
う
だ
っ

た
か
」「
こ
の
品
種
が
美
味
し
か
っ

た
」
と
栽
培
の
コ
ツ
を
教
え
合
う
姿

が
見
受
け
ら
れ
た
。

　今
回
の
園
芸
フ
ェ
ア
が
単
な
る
資

材
供
給
の
場
で
は
な
く
、
地
域
住
民

が
共
通
の
趣
味
を
通
じ
て
繋
が
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
拠
点
」
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。

　4
月
3
日
、
青
年
部
穂
別
支
部
（
石
崎
大
知

支
部
長
）
は
全
体
会
議
を
開
催
し
、
部
員
13
名

が
参
加
し
た
。

　同
会
議
は
、
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
意
見

を
募
り
つ
つ
、
情
報
交
換
や
盟
友
間
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　今
年
か
ら
支
部
長
に
就
任
し
た
石
崎
大
知
さ

ん
（
33
歳
）
よ
り
「
皆
さ
ん
と
有
意
義
な
活
動

に
出
来
る
よ
う
、
活
発
な
意
見
を
出
し
合
っ
て

も
ら
い
、
盟
友
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　会
議
は
流
送
ま
つ
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ラ
ン
タ

ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
に
つ
い

て
役
割
分
担
を
話
し
合
っ
た
。

　ま
た
、
賑
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
話
が
弾

み
、
視
察
研
修
や
講
習
会
に
つ
い
て
も
、
具
体

的
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
今
後
、
提

案
さ
れ
た
意
見
の
実
現
に
向
け
て
毎
月
実
施
さ

れ
る
役
員
会
で
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

　そ
の
後
、
懇
親
会
も
行
わ
れ
、
盟
友
間
の
親

睦
は
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。

白 老

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
の

役
割
を
担
う

「
J
A
春
の
園
芸
用
品
フ
ェ
ア
」開
催

追 分

〜
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
つ
な
ぐ
、地
域
農
業
の
力
〜

追
分
ご
ぼ
う
共
同
機
械

　部品
交
換
作
業

穂 別

令
和
８
年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
協
議

と
ま
こ
ま
い
広
域
農
協
青
年
部
穂
別
支
部

　全体
会
議
を
実
施

　春
の
訪
れ
を
感
じ
始
め
た
4
月
2
日
、
追
分

支
所
で
人
気
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
「
青

年
部
追
分
支
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
が
千
歳
フ

ジ
ボ
ウ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　本
大
会
は
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
農
繁
期
を
青

年
部
盟
友
や
そ
の
家
族
、
追
分
支
所
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
乗
り
切
る
た
め
、
盟
友
相
互
の
親

睦
と
結
束
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
こ

の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　例
年
、
早
来
青
年
部
盟
友
お
よ
び
早
来
支
所

職
員
も
参
加
し
て
お
り
、
今
回
で
4
回
目
と
な

る
合
同
開
催
が
実
現
し
た
。
青
年
部
O
B
や
盟

友
、
農
協
職
員
を
含
め
、
総
勢
33
名
が
参
加
し
、

支
部
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
の
輪
が
広
が
る
機

会
と
な
っ
た
。

　大
会
開
始
前
に
は
橋
本
支
部
長
が
「
4
年
連

続
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
農
作
業
の
繁
忙
期
が
目
前

に
迫
っ
て
い
ま
す
が
、
本
日
の
大
会
が
皆
さ
ん

に
と
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　競
技
は
男
女
混
合
戦
で
行
わ
れ
、
女
性
に
は

ハ
ン
デ
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
景
品
は
第
1

位
か
ら
第
3
位
ま
で
の
入
賞
者
に
用
意
さ
れ
、

参
加
者
は
優
勝
を
目
指
し
、
同
じ
レ
ー
ン
の
仲

間
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
熱
の
こ
も
っ
た

投
球
を
見
せ
て
い
た
。

　会
場
内
で
は
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
が
出
る

た
び
に
歓
声
が
上
が
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
交
流
を
深
め
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　大
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
参

加
者
同
士
で
親
睦
を
さ
ら
に
深
め
、
終
始
笑
顔

の
絶
え
な
い
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

〜
熱
戦
と
笑
顔
に
包
ま
れ
た
一
日
〜

追
分
・
早
来
青
年
部
合
同
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

早 来
追 分  

▲グリスアップの様子

▲爪交換の様子

▲農薬や種販売ブースの様子

▲肥料受付の様子

▲肥料積込の様子

▲笑顔が絶えない会議の様子

▲副支部長の星郁人さんから懇親会の乾杯挨拶

▲集合写真

▲笑顔あふれる交流のひととき
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う
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
は
、
お
客
様

同
士
が
「
去
年
の
出
来
は
ど
う
だ
っ

た
か
」「
こ
の
品
種
が
美
味
し
か
っ

た
」
と
栽
培
の
コ
ツ
を
教
え
合
う
姿

が
見
受
け
ら
れ
た
。

　今
回
の
園
芸
フ
ェ
ア
が
単
な
る
資

材
供
給
の
場
で
は
な
く
、
地
域
住
民

が
共
通
の
趣
味
を
通
じ
て
繋
が
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
拠
点
」
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。

　4
月
3
日
、
青
年
部
穂
別
支
部
（
石
崎
大
知

支
部
長
）
は
全
体
会
議
を
開
催
し
、
部
員
13
名

が
参
加
し
た
。

　同
会
議
は
、
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
意
見

を
募
り
つ
つ
、
情
報
交
換
や
盟
友
間
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　今
年
か
ら
支
部
長
に
就
任
し
た
石
崎
大
知
さ

ん
（
33
歳
）
よ
り
「
皆
さ
ん
と
有
意
義
な
活
動

に
出
来
る
よ
う
、
活
発
な
意
見
を
出
し
合
っ
て

も
ら
い
、
盟
友
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　会
議
は
流
送
ま
つ
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ラ
ン
タ

ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
に
つ
い

て
役
割
分
担
を
話
し
合
っ
た
。

　ま
た
、
賑
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
話
が
弾

み
、
視
察
研
修
や
講
習
会
に
つ
い
て
も
、
具
体

的
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
今
後
、
提

案
さ
れ
た
意
見
の
実
現
に
向
け
て
毎
月
実
施
さ

れ
る
役
員
会
で
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

　そ
の
後
、
懇
親
会
も
行
わ
れ
、
盟
友
間
の
親

睦
は
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。

白 老

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
の

役
割
を
担
う

「
J
A
春
の
園
芸
用
品
フ
ェ
ア
」開
催

追 分

〜
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
つ
な
ぐ
、地
域
農
業
の
力
〜

追
分
ご
ぼ
う
共
同
機
械

　部品
交
換
作
業

穂 別

令
和
８
年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
協
議

と
ま
こ
ま
い
広
域
農
協
青
年
部
穂
別
支
部

　全体
会
議
を
実
施

　春
の
訪
れ
を
感
じ
始
め
た
4
月
2
日
、
追
分

支
所
で
人
気
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
「
青

年
部
追
分
支
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
が
千
歳
フ

ジ
ボ
ウ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　本
大
会
は
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
農
繁
期
を
青

年
部
盟
友
や
そ
の
家
族
、
追
分
支
所
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
乗
り
切
る
た
め
、
盟
友
相
互
の
親

睦
と
結
束
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
こ

の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　例
年
、
早
来
青
年
部
盟
友
お
よ
び
早
来
支
所

職
員
も
参
加
し
て
お
り
、
今
回
で
4
回
目
と
な

る
合
同
開
催
が
実
現
し
た
。
青
年
部
O
B
や
盟

友
、
農
協
職
員
を
含
め
、
総
勢
33
名
が
参
加
し
、

支
部
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
の
輪
が
広
が
る
機

会
と
な
っ
た
。

　大
会
開
始
前
に
は
橋
本
支
部
長
が
「
4
年
連

続
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
農
作
業
の
繁
忙
期
が
目
前

に
迫
っ
て
い
ま
す
が
、
本
日
の
大
会
が
皆
さ
ん

に
と
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　競
技
は
男
女
混
合
戦
で
行
わ
れ
、
女
性
に
は

ハ
ン
デ
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
景
品
は
第
1

位
か
ら
第
3
位
ま
で
の
入
賞
者
に
用
意
さ
れ
、

参
加
者
は
優
勝
を
目
指
し
、
同
じ
レ
ー
ン
の
仲

間
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
熱
の
こ
も
っ
た

投
球
を
見
せ
て
い
た
。

　会
場
内
で
は
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
が
出
る

た
び
に
歓
声
が
上
が
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
交
流
を
深
め
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　大
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
参

加
者
同
士
で
親
睦
を
さ
ら
に
深
め
、
終
始
笑
顔

の
絶
え
な
い
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

〜
熱
戦
と
笑
顔
に
包
ま
れ
た
一
日
〜

追
分
・
早
来
青
年
部
合
同
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

早 来
追 分  

▲グリスアップの様子

▲爪交換の様子

▲農薬や種販売ブースの様子

▲肥料受付の様子

▲肥料積込の様子

▲笑顔が絶えない会議の様子

▲副支部長の星郁人さんから懇親会の乾杯挨拶

▲集合写真

▲笑顔あふれる交流のひととき
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Q
1
．正
職
員
1
6
0
名
目
標
と
あ
る
が
、
農
家
戸
数
が
減
少
し
て
い
る
中
で
そ
れ

は
ど
う
な
の
か
。（
白
老
）

A
1
．職
員
数
は
、
平
成
13
年
の
合
併
時
1
9
3
名
、
平
成
23
年
1
8
1
名
、
令
和

3
年
1
6
7
名
と
減
少
し
て
い
ま
す
。
業
務
の
本
所
集
約
化
お
よ
び
効
率
化
、

D
X
化
等
に
よ
り
、
6
支
所
体
制
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
1
6
0
名
は
現

状
で
最
低
限
必
要
な
人
数
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
2
．女
性
役
員
の
人
数
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
の
か
？
（
早

来
）

A
2
．令
和
8
年
度
の
役
員
改
選
に
伴
い
、
役
員
数
21
名
の
う
ち
女
性
役
員
は
3
名

（
14
・
3
%
）
へ
増
加
し
て
い
ま
す
。
J
A
グ
ル
ー
プ
で
は
女
性
参
画
の
目

標
を
15
%
と
し
て
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
更
な
る

参
画
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Q
3
．生
産
施
設
再
編
で
の
新
施
設
建
設
に
当
た
っ
て
、
用
地
取
得
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
既
に
伐
採
を
終
え
た
山
林
等
は
利
用
し
な
い
の
か
。（
厚
真
）

A
3
．新
施
設
の
建
設
は
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
の
連
動
性
お
よ
び
作
業

効
率
を
考
慮
し
、
建
設
場
所
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
新
施
設

の
建
設
に
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
原
料
を
保
管
す
る
倉
庫
等
の
建

設
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
最
も
効
率
的
な
利
用
に
向
け
て
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

Q
4
．組
合
員
訪
問
は
現
在
8
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
農
作
業
も
忙
し
く
対
応

で
き
な
い
。
作
業
が
落
ち
着
く
11
月
頃
に
実
施
で
き
な
い
も
の
か
。（
厚
真
）

A
4
．組
合
員
訪
問
は
、
役
員
と
組
合
員
が
対
話
す
る
機
会
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
11
月
に
入
る
と
農
外
就
労
等
で
自
宅
を
空
け
る
方
も
い
る
た
め
、
7
月

～
8
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

Q
5
．将
来
的
に
支
所
の
集
約
は
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。（
厚
真
）

A
5
．令
和
7
年
度
よ
り
、
苫
小
牧
組
合
員
の
営
農
対
応
は
白
老
お
よ
び
早
来
支
所

が
担
当
し
て
お
り
、
令
和
9
年
度
か
ら
は
白
老
お
よ
び
追
分
金
融
店
の
隔
日

営
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
（
利
用
）
減
少
に
伴
い
事
業
の
集
約
化

と
業
務
の
効
率
化
を
進
め
て
お
り
、
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に

ご
理
解
願
い
ま
す
。

Q
6
．カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
組
合
員
か
ら
の
カ
ス
ハ
ラ
が
一
つ

の
原
因
と
し
て
辞
め
て
い
る
職
員
も
い
る
中
で
、
組
合
員
も
職
員
へ
の
気
遣

い
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
J
A
側
で
も
悩
ん
で
い
る
職
員
が
相
談
し

や
す
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
し
て
欲
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
職
員
の
働
き

や
す
い
環
境
を
組
合
員
、
J
A
共
に
意
識
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
穂
別
）

A
6
．令
和
5
年
12
月
に
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
、
顧
客
か
ら
の
迷
惑
行
為
に
対
し
毅
然
と
対
応
す
る
体
制
を
構
築
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
退
職
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
取
り
組
み
を
継
続
し
、
カ
ス
ハ
ラ
行
為
に
対
し
て
は
職
員
を
守
る
こ
と

を
前
提
に
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

金

融

共

済

部

Q
7
．隔
日
営
業
に
つ
い
て
、A
T
M
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
か
。
ま
た
、組
合
員
・

地
域
住
民
へ
の
周
知
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。（
白
老
）

A
7
．現
状
で
A
T
M
の
再
設
置
は
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
や

セ
ブ
ン
銀
行
、
ロ
ー
ソ
ン
A
T
M
等
で
の
無
料
化
枠
は
引
き
続
き
ご
利
用
頂

け
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
隔
日
営
業
に
向
け
て
は
H
P
や
広

報
誌
、
店
頭
掲
示
な
ど
を
活
用
し
周
知
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

Q
8
．令
和
9
年
4
月
か
ら
隔
日
営
業
と
な
る
場
合
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
の
利
用
増
加

が
想
定
さ
れ
る
が
、
現
状
の
手
数
料
は
高
く
、
利
用
し
や
す
い
と
は
言
え
な

い
た
め
、
料
金
の
見
直
し
を
検
討
し
て
欲
し
い
。（
追
分
）

A
8
．4
月
よ
り
手
数
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
法
人
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
月
額
利

用
料
は
据
え
置
き
で
す
が
、
利
用
増
加
に
向
け
て
A
T
M
と
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク

利
用
に
よ
る
振
込
手
数
料
は
引
き
下
げ
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
よ
り
一
層

の
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Q
9
．一
般
の
方
が
J
A
口
座
を
開
設
し
よ
う
と
し
た
際
、
手
続
き
に
時
間
が
か
か

る
よ
う
だ
が
も
う
少
し
早
く
対
応
出
来
な
い
の
か
。（
追
分
）

A
9
．マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
等
の
不
正
取
引
や
金
融
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
全
道
J
A
バ
ン
ク
で
は
令
和
7
年
11
月
よ
り
法
人
の
新
規
口
座
開

設
に
は
所
定
の
審
査
を
実
施
し
、
2
週
間
程
度
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
の
お
客
様
に
関
し
ま
し
て
は
即
日
新
規
口
座

開
設
が
基
本
で
す
が
、
明
確
な
口
座
利
用
目
的
の
確
認
が
出
来
な
い
場
合
は

新
規
開
設
を
お
断
り
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
金
融
店
で
は
日
々
迅
速
な

対
応
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、
制
度
上
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Q
10
．J
A
バ
ン
ク
ア
プ
リ
で
個
人
口
座
の
内
容
は
確
認
で
き
る
が
、
法
人
口
座
も

同
様
に
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。（
厚
真
）

A
10
．J
A
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
に
は
「
個
人
向
け
」
と
「
法
人
（
会
社
・
個
人
事
業
主
）

向
け
」
の
2
種
類
が
あ
り
、
個
人
の
生
活
用
（
J
A
バ
ン
ク
ア
プ
リ
）
と
、

事
業
資
金
の
管
理
（
J
A
法
人
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
）
と
利
用
目
的
が
異
な
っ
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
法
人
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
は
月
額
料
金
が
か
か
り
ま
す
が
、

給
与
振
込
や
複
数
の
振
込
を
一
括
処
理
で
き
る
総
合
振
込
機
能
の
ほ
か
、
承

認
機
能
（
入
力
者
・
承
認
者
）
も
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Q
11
．J
A
共
済
で
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
保
険
は
な
い
の
か
。（
穂
別
）

A
11
．当
J
A
は
、
共
栄
火
災
海
上
保
険
㈱
の
代
理
店
と
し
て
「
ド
ロ
ー
ン
保
険
」

の
取
扱
い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
規
購
入
時
ま
た
は
現
在
ご
加
入
の
保
険

期
間
満
了
時
に
各
支
所
共
済
窓
口
に
て
お
見
積
り
が
可
能
で
す
の
で
、
各
支

所
共
済
担
当
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

営

　
農

　
部

Q
12
．エ
ゾ
鹿
駆
除
の
対
策
が
市
町
村
に
よ
っ
て
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ

る
。
樽
前
地
区
に
お
い
て
は
新
規
就
農
者
も
増
え
て
い
る
中
、
エ
ゾ
鹿
に
よ

る
食
害
に
苦
慮
し
て
い
る
。
J
A
や
自
治
体
に
お
い
て
も
駆
除
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
が
全
体
頭
数
が
減
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
な
い
の
で
、
根

本
の
数
を
減
ら
す
対
策
等
を
検
討
願
い
た
い
。（
苫
小
牧
）

A
12
．管
内
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
エ
ゾ
鹿
駆
除
対
策
に
係
る
予
算
上

限
が
異
な
り
、
J
A
と
協
調
し
て
行
っ
て
い
る
捕
獲
助
成
に
つ
い
て
も
全
て

の
駆
除
頭
数
を
対
象
と
す
る
地
区
と
、
そ
う
で
な
い
地
区
が
あ
り
ま
す
。
限

り
あ
る
行
政
、
J
A
予
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
で
き

る
様
、
今
後
も
推
進
検
討
致
し
ま
す
。

Q
13
．エ
ゾ
鹿
対
策
に
つ
い
て
、
北
海
道
や
国
に
対
し
て
の
要
請
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。（
白
老
）

A
13
．J
A
グ
ル
ー
プ
全
体
に
お
い
て
駆
除
に
係
る
農
業
予
算
対
応
を
第
一
に
要
請

し
て
い
ま
す
。
ま
た
当
J
A
か
ら
は
系
統
組
織
を
通
じ
、
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
交
付
金
の
内
、
侵
入
防
止
柵
の
設
置
支
援
に
つ
い
て
、
業
務
委
託
が

補
助
対
象
と
な
ら
ず
、
自
己
設
置
に
留
ま
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
支
援
拡

大
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

Q
14
．下
水
汚
泥
肥
料
の
利
用
に
つ
い
て
、
健
康
被
害
等
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、

リ
ス
ク
も
考
え
て
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
欲
し
い
。（
早
来
）

A
14
．下
水
汚
泥
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
中
長
期
的
に
検
討
し
て
い
る
状

況
で
す
。
そ
の
中
で
成
分
検
査
、
重
金
属
検
査
等
は
随
時
行
っ
て
お
り
安

令
和
8
年
度

春
期
組
合
員
懇
談
会

主
要
意
見
集
約（
Q
&
A
）

令
和
8
年
3
月
24
日・25
日
　出
席
者
数：48
名

08 07

り
や
め
と
い
た
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
お
気
持
ち
は
重
々
理
解
し
て
お
り
ま

す
が
、
コ
ン
テ
ナ
で
の
出
荷
に
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

畜

　
産

　
部

Q
23
．今
回
の
定
期
人
事
異
動
で
畜
産
部
か
ら
経
験
の
長
い
担
当
者
が
異
動
と
な
り

家
畜
市
場
で
の
購
買
者
対
応
含
め
不
安
で
あ
る
。
地
区
担
当
の
引
継
な
ど
複

数
名
で
の
対
応
で
な
く
て
は
担
当
者
の
負
担
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

そ
こ
も
踏
ま
え
て
う
ま
く
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
職
員
の
育
成
を
お
願
い
し
た

い
。（
白
老
）

A
23
．地
区
担
当
の
引
継
や
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
複
数
名
で
の
対
応
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
新
し
い
職
員
体
制
で
出
来
る
事
を
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
引
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

購

　
買

　
部

Q
24
．燃
料
高
騰
に
伴
う
価
格
や
供
給
の
情
報
や
今
後
の
肥
料
価
格
等
の
影
響
に
つ

い
て
情
報
は
あ
る
か
。（
早
来
）

A
24
．現
在
、
報
道
さ
れ
て
い
る
内
容
以
外
に
新
た
な
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

燃
料
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
燃
料
価
格
の

高
騰
の
影
響
に
よ
り
肥
料
価
格
に
つ
い
て
も
高
止
ま
り
の
状
況
が
継
続
し
て

お
り
ま
す
。
供
給
面
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
大
き
な
不
足
は
生
じ
て
お
り
ま

せ
ん
が
今
後
も
価
格
変
動
リ
ス
ク
が
高
い
状
況
で
す
。

Q
25
．資
材
の
サ
イ
ト
は
11
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
11
月
に
な
っ
た
経
緯
に
は
何
か

意
味
は
あ
る
の
か
。（
厚
真
）

A
25
．11
月
1
日
の
サ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
12
月
の
ク
ミ
カ
ン
精
算
等
を
含
め
設
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Q
26
．中
東
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
J
A
で
も
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の
供
給
に
支
障
を

来
し
て
い
る
か
。
ま
た
エ
ネ
オ
ス
で
は
オ
イ
ル
の
供
給
が
出
来
な
い
と
も
聞

い
て
い
る
。
農
業
経
営
で
は
欠
か
せ
な
い
資
材
で
あ
る
た
め
J
A
で
の
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。（
厚
真
）

A
26
．現
在
は
、
燃
料
等
の
供
給
に
は
、
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
オ
イ
ル
等

の
農
業
経
営
に
不
可
欠
な
資
材
に
つ
い
て
は
、
在
庫
数
量
の
確
保
・
増
強
を

図
る
な
ど
、
安
定
供
給
に
向
け
た
対
応
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

テ
ム
の
強
み
で
す
。農

　
産

　
部

Q
18
．上
野
の
集
荷
場
の
車
の
出
入
り
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
に
向
け

て
考
え
て
欲
し
い
。
ま
た
、
厚
真
に
出
荷
す
る
こ
と
に
な
る
と
距
離
的
に
遠

い
方
は
大
変
に
な
る
た
め
考
慮
し
て
欲
し
い
。（
早
来
）

A
18
．車
の
出
入
り
に
つ
い
て
は
、
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
動
線
を
整
理
し
、
示
す

よ
う
に
致
し
ま
す
。
遠
い
方
の
搬
入
に
つ
い
て
は
、
課
題
と
し
て
受
け
止
め

て
お
り
、
1
～
2
年
か
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
19
．施
設
再
編
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
上
野
に
出
荷
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
早

来
で
仮
受
け
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。（
早
来
）

A
19
．施
設
へ
の
搬
入
に
つ
い
て
は
、効
率
や
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
基
本
的
に
は
上

野
に
直
送
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q
20
．組
合
員
数
も
減
少
し
、
一
戸
当
た
り
の
耕
作
面
積
も
増
加
し
て
い
る
。
経
営

規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
収
穫
の
ス
タ
イ
ル
も
昔
と
は
異
な
り
、
一
度
の
搬
入

で
大
量
の
荷
受
け
が
必
要
と
な
る
。
全
町
的
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
と
な
れ
ば

施
設
処
理
能
力
の
キ
ャ
パ
を
超
え
、
作
業
が
止
ま
る
こ
と
を
農
家
と
し
て
一

番
懸
念
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
加
味
し
た
施
設
設
計
を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
春
小
・
秋
小
麦
・
米
の
収
穫
ス
パ
ン
が
短
く
な
っ
て
い
る
が
、
施
設
受

入
体
制
の
在
り
方
に
よ
り
1
日
遅
れ
る
こ
と
で
降
雨
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
。
体
制
を
整
え
る
に
は
金
銭
的
な
問
題
も
関
わ
っ
て
く
る
が
、
極
力
職
員

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
を
図
る
な
ど
ス
ム
ー
ズ
な

施
設
体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
。（
厚
真
）

A
20
．職
員
の
労
働
負
担
の
軽
減
と
効
率
化
が
図
ら
れ
る
様
、
検
討
い
た
し
ま
す
。

Q
21
．新
聞
等
で
米
の
生
産
費
が
示
さ
れ
た
中
で
、
米
の
販
売
価
格
が
下
が
る
報
道

も
出
て
い
る
。
昨
今
の
燃
油
高
騰
や
肥
料
や
農
薬
、
資
材
費
も
高
止
ま
り
の

中
、
J
A
グ
ル
ー
プ
と
し
て
経
費
が
高
く
な
っ
た
分
生
産
物
の
価
格
に
転
嫁

し
、
消
費
者
に
も
納
得
し
て
頂
く
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
欲
し
い
。（
穂
別
）

A
21
．農
業
に
係
る
生
産
資
材
価
格
上
昇
が
経
営
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

状
況
か
ら
、
J
A
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
、
食
糧
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可

能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
を
国
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
22
．他
の
J
A
で
は
米
の
出
荷
形
態
が
、
紙
袋
、
コ
ン
テ
ナ
だ
け
で
な
く
、
フ
レ

コ
ン
の
半
乾
、
全
乾
等
様
々
な
出
荷
形
態
が
あ
る
と
聞
く
。
J
A
と
ま
こ
ま

い
広
域
で
は
米
の
フ
レ
コ
ン
出
荷
の
受
入
を
実
施
し
な
い
の
か
。（
穂
別
）

A
22
．穂
別
支
所
に
お
い
て
は
、
数
年
前
に
米
の
製
品
検
査
を
実
施
し
た
経
過
に
ご

ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
常
の
紙
袋
検
査
と
異
な
り
倉
庫
事
情
や
人

的
な
要
素
を
鑑
み
、
米
振
興
会
と
協
議
し
た
結
果
フ
レ
コ
ン
で
の
検
査
は
取

全
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
以
前
安
平
川
流
域
で
検
出
さ
れ
た

P
F
A
S
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
複
数
地
点
に
よ

る
調
査
で
上
水
道
の
安
全
性
は
担
保
さ
れ
ま
し
た
が
、
下
水
に
つ
い
て
は
国

の
規
程
が
な
く
、
検
査
は
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。（
苫
小
牧
市
の
汚
泥
に

つ
い
て
は
P
F
A
S
が
検
出
さ
れ
た
安
平
川
流
域
の
工
業
用
下
水
は
含
ま
れ

て
お
り
ま
せ
ん
）
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
圃
場
に
対
す
る
安
全
性
が
完
全
に
担
保

さ
れ
な
い
限
り
J
A
と
し
て
の
推
進
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
進
展
が

あ
っ
た
段
階
で
組
合
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

Q
15
．R
T
K
の
利
用
者
負
担
金
が
倍
額
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
他
地
域
と
比
べ
て

一
般
的
な
価
格
帯
で
あ
る
の
か
。
ま
た
A
n
d
r
o
i
d
を
利
用
し
た
運
用

と
な
っ
て
い
る
が
、
i
P
h
o
n
e
で
の
対
応
は
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い

か
。（
厚
真
）

A
15
．ホ
ク
レ
ン
の
R
T
K
シ
ス
テ
ム
の
利
用
料
金
は
R
8
よ
り
前
年
の
5
︐

0
0
0
円
か
ら
1
0
︐0
0
0
円
に
引
き
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
値
上
げ

額
の
内
、
2
︐0
0
0
円
は
現
在
使
用
し
て
い
る
R
T
K
基
地
局
が
厚
真
町

よ
り
無
償
譲
渡
さ
れ
た
機
械
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
機
械
の
老
朽
化
に
よ
り
、

今
後
の
安
定
的
運
用
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
、
現
在
の
機
械
の
規
格
が
古
く
、

受
信
精
度
が
劣
る
こ
と
か
ら
機
器
更
新
を
行
う
こ
と
と
し
た
為
で
す
。
残

り
の
3
︐0
0
0
円
は
シ
ス
テ
ム
運
用
側
の
ホ
ク
レ
ン
に
よ
る
サ
ー
バ
ー
維

持
、
コ
ス
ト
掛
か
り
増
し
に
よ
る
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。
一
般
的
な
R
T
K

基
地
局
の
利
用
に
関
し
て
は
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
等
に
よ
る
通
信
網
利
用
が

約
3
0
︐0
0
0
円
程
度
、
自
治
体
や
任
意
組
合
等
が
運
用
す
る
地
域
で
は

1
0
︐0
0
0
円
～
2
0
︐0
0
0
円
程
の
価
格
帯
で
あ
り
、
当
J
A
の
新
し

い
料
金
も
一
般
的
な
価
格
帯
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
i
P
h
o
n
e
に

よ
る
利
用
に
つ
い
て
は
、
ホ
ク
レ
ン
R
T
K
シ
ス
テ
ム
の
運
用
上
不
可
能
で

す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

Q
16
．R
T
K
ド
ロ
ー
ン
利
用
に
関
し
て
の
登
録
に
当
た
っ
て
は
、
金
額
は
以
前
と

変
わ
り
は
な
い
か
。（
厚
真
）

A
16
．自
動
操
舵
利
用
の
R
T
K
シ
ス
テ
ム
は
No
15
回
答
の
通
り
で
す
が
、
ド
ロ
ー

ン
利
用
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
令
和
9
年
1
月
の
本
運

用
ま
で
の
期
間
、
無
償
利
用
と
し
て
お
り
ま
す
。

Q
17
．ホ
ク
レ
ン
の
R
T
K
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
平
取
の
基
地
局
を
受
診
す
る
様

に
な
っ
て
か
ら
非
常
に
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
穂
別
地
区
の
R
T
K
利

用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
平
取
の
基
地
局
を
活
用
し
て
い
る
が
平
取
か
ら
利
用
料

等
は
請
求
さ
れ
な
い
の
か
。（
穂
別
）

A
17
．他
地
区
の
基
地
局
利
用
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
利
用
端
末
の
設
定
で
、
利
用

料
金
の
請
求
は
当
J
A
か
ら
と
な
り
ま
す
。
圃
場
の
場
所
に
よ
り
近
隣
の
基

地
局
を
利
用
で
き
る
点
が
全
道
的
に
運
用
し
て
い
る
ホ
ク
レ
ン
R
T
K
シ
ス



楽しむことを忘れず、
農業に励む
楽しむことを忘れず、
農業に励む

さんさん かがやく

期待の農力

猪師　歩夢さん（24歳） 厚真町豊沢
いの し あゆ む

　20
0
2
年
4
月
11
日
に
父
・
隆

行
さ
ん
と
母
・
惠
さ
ん
の
間
に
三
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。
岩
見
沢
農
業
高

校
を
卒
業
後
、
農
業
大
学
へ
進
学
。

2
年
間
水
稲
関
係
に
つ
い
て
学
び
、

令
和
5
年
に
地
元
の
厚
真
町
豊
沢

に
就
農
し
た
。4
年
が
経
っ
た
現
在
、

父・隆
行
さ
ん
と
共
に
水
稲
、
小
麦
、

大
豆
、
小
豆
、
ビ
ー
ト
、
南
瓜
、
サ

ツ
マ
イ
モ
を
生
産
、
歩
夢
さ
ん
は
ハ

ウ
ス
管
理
や
防
除
全
般
な
ど
の
作

業
を
担
っ
て
い
る
。

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
家
族
と
共
に
農
作
業

を
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
、農
家

に
な
る
こ
と
を
志
し
た
。そ
し
て
兄
弟

た
ち
は
ほ
か
の
仕
事
を
め
ざ
し
た
こ
と

も
あ
り
、20
歳
に
し
て
実
家
で
農
業
を
営

む
こ
と
を
決
意
し
た
。

　
「
自
分
で
作
業
の
計
画
を
立
て
た
り
、

自
分
で
考
え
て
仕
事
を
で
き
る
の
は
性

分
に
あ
っ
て
い
る
。水
田
の
土
壌
処
理

や
防
除
処
理
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
作
業
す
る
の
は
楽
し
い
」と
歩
夢
さ

ん
は
語
る
。農
作
業
が
幼
い
こ
ろ
か
ら

身
近
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
苦
で
は
な
く
、

む
し
ろ
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
に
励
ん
で

い
る
様
子
だ
。

　
家
族
と
協
力
し
な
が
ら
経
営
を
拡
大

し
て
い
く
意
思
を
示
す
。そ
の
た
め
に

積
極
的
に
機
械
化
を
進
め
、新
技
術
も
取

り
入
れ
な
が
ら
作
業
の
効
率
化
を
行
う

と
話
し
た
。ま
た
、い
ず
れ
は
経
営
移
譲

が
で
き
る
よ
う
に
父
の
背
中
か
ら
学
び
、

日
々
の
仕
事
を
楽
し
み
な
が
ら
努
力
す

る
と
熱
意
を
感
じ
た
。

　
最
近
は
魚
釣
り
に
は
ま
っ
て
い
る
と

話
す
歩
夢
さ
ん
。釣
り
の
た
め
に
遠
出
を

す
る
こ
と
も
あ
り
、運
転
を
す
る
の
は
苦

に
な
ら
な
い
そ
う
だ
。農
繁
期
に
も
作
業

の
合
間
を
縫
っ
て
釣
り
に
行
き
た
い
と

熱
中
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。ま
た
、

2
0
2
3
年
に
結
婚
し
た
妻
・
実
生
さ
ん

の
影
響
も
あ
り
邦
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の

M
A
N 

W
I
T
H 

A 

M
I
S
S
I
O
N

に
は
ま
っ
て
い
る
な
ど
仕
事
以
外
も
楽

し
ん
で
い
る
。

就
農
の
き
っ
か
け

実
際
に
就
農
し
て

趣
味

今
後
の
目
標

共済一斉推進のお知らせ
　JAとまこまい広域では、長期共済の一斉推進を
右記の日程で行います。期間中に職員が訪問し、
皆様のライフプランに最適な保障をご提供させて
いただきますので、ぜひご検討下さいますようよろ
しくお願いいたします。

①白老支所　5月21日（木）～22日（金）（苫小牧西部地区含む）
②早来支所　6月 3日（水）～ 5日（金）（苫小牧東部地区含む）
③追分支所　6月 3日（水）～ 5日（金）
④穂別支所　6月 8日（月）～ 9日（火）
⑤厚真支所　6月17日（水）～19日（金）

理事会報告
令和8年3月10日（火）に総合営農センターで第2回理事会が開催され、次の事項について報告、協議、承認がされました。

協 議
事 項

  1. 令和8年度固定資産売却基本方針（案）について

  2. 食料安全保障の強化と持続可能な北海道農業の確立に関する組織討議の意見徴収について

付 議
事 項

議案第 １ 号　乳用牛登録料金の改定について

議案第 2 号　令和7年度部門別損益結果と自己資本比率について

議案第 3 号　令和8年度要員計画および令和9年職員採用について

議案第 4 号　令和8年度の余裕金運用について

議案第 5 号　令和8年度事業計画及び収支予算案、見積貸借対照表の承認について

議案第 6 号　第25回通常総代会の開催について

議案第 7 号　第25回通常総代会議案について

議案第 8 号　不良債権の処理方針について

議案第 9 号　要対策組合員の営農計画書の承認について

議案第 10号　総合農協監督指針の改正に伴う「3つの方針」について

議案第 11号　令和8年度人事労務基本方針について

議案第 12号　役員選任規程および役員定数等審議会規程の一部変更について

議案第 13号　総代選挙の実施について

報 告
事 項

  1. 一般報告と当面する諸行事について

  2. 管理委員会の結果報告について

  3. 生産委員会の結果報告について

  4. 経営定期点検の結果について

  5. JAバンク基本方針の変更について

  6. JAバンク内部管理態勢構築にかかる指針変更の取り進めについて

  7. 第1回経営指導委員会について
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2
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月
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日
に
父
・
隆
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・
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三
男
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て
生
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れ
る
。
岩
見
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農
業
高
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後
、
農
業
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学
へ
進
学
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2
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水
稲
関
係
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つ
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学
び
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令
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5
年
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町
豊
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就
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父・隆
行
さ
ん
と
共
に
水
稲
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、
ビ
ー
ト
、
南
瓜
、
サ

ツ
マ
イ
モ
を
生
産
、
歩
夢
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ん
は
ハ

ウ
ス
管
理
や
防
除
全
般
な
ど
の
作

業
を
担
っ
て
い
る
。
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と
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農
作
業
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、農
家
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な
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こ
と
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し
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し
て
兄
弟

た
ち
は
ほ
か
の
仕
事
を
め
ざ
し
た
こ
と
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あ
り
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家
で
農
業
を
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と
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。
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退任役員のご挨拶
　本年度の総代会において、任期満了に伴う役
員及び参与の改選が行われました。
　とまこまい広域農協を支えてきた役員の方々
に退任にあたってのご挨拶をいただきました。

伴辺　久子
（前）監事（員外）

　在
任
中
は
公
私
と
も
に
ひ
と

か
た
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
、厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。R
8

年
度
熱
望
し
て
い
た
女
性
の
理

事
が
2
名
誕
生
し
た
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

（
国
は
農
林
水
産
業
の
持
続
発

展
の
た
め
に
女
性
活
躍
は
重
要

と
推
進
し
て
き
ま
し
た
）次
は
職

員
の
女
性
管
理
職
が
増
え
る
事

を
期
待
し
て
い
ま
す
。朝
早
く

か
ら
農
作
業
を
し
て
会
議
に
出

て
こ
ら
れ
る
役
員
さ
ん
、参
与
さ

ん
に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

　私
は
、他
の
協
同
組
合
の
理

事
は
13
年
経
験
し
ま
し
た
が
、

員
外
監
事
と
い
う
の
は
初
め
て
で

し
た
。力
足
ら
ず
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、役
職
員
、組
合
員
さ
ん

の
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
2
期
6

年
続
け
て
く
る
事
が
出
来
ま
し

た
。又
、研
修
会
、組
合
員
懇
談

会
な
ど
で
農
業
の
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
が
分
か
って
く
る
楽
し
さ
も

あ
り
ま
し
た
。私
の
所
属
す
る

消
費
者
協
会
は
昨
年
60
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。先
輩
の
繋
い
で
き

た
活
動
の
お
か
げ
で
昨
年
は
、米

不
足
を
心
配
し
な
い
で
厚
真
の

美
味
し
い「
さ
く
ら
米
」を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。頑

張
って
い
る
人
に
頑
張
って
と
い
う

の
は
変
だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、Ｊ

Ａ
の
皆
さ
ん
今
年
は
問
題
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。子
供
た
ち
、

孫
た
ち
が
安
心
し
て
こ
の
地
域

で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
日
本
の

農
業
を
守
り
ま
し
ょ
う
。私
た

ち
消
費
者
も
頑
張
り
ま
す
。

（
員
外
か
ら
先
日
准
組
合
員
の

仲
間
入
り
し
ま
し
た
）

竹田　克市
（前）白老・苫小牧地区担当（白老）

　こ
の
度
、任
期
満
了
に
伴
い
、

と
ま
こ
ま
い
広
域
農
業
協
同
組

合
白
老
地
区
担
当
理
事
を
退
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　在
任
中
は
、組
合
員
の
皆
様

を
は
じ
め
関
係
各
位
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　振
り
返
れ
ば
、4
期
12
年
の

役
員
在
任
中
に
は
、農
畜
産
物

価
格
の
低
迷
や
胆
振
東
部
地

震
、集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
、異

常
気
象
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影

響
な
ど
自
然
災
害
な
ど
へ
の
対

応
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、担
い

手
不
足
な
ど
への
対
策
な
ど
、地

域
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
で
、微
力
な

が
ら
組
合
運
営
に
携
わ
って
ま
い

り
ま
し
た
。

　今
後
は
一
組
合
員
の
立
場
か

ら
、引
き
続
き
本
組
合
の
取
り

組
み
を
見
守
り
、支
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。結
び

に
、こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
皆
様
の
ご
健
勝
と
、と
ま
こ

ま
い
広
域
農
業
協
同
組
合
の
さ

ら
な
る
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念

い
た
し
ま
し
て
退
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小谷　正芳
（前）安平地区（早来）

　4
月
8
日
の
総
代
会
を
も
ち

ま
し
て
早
来
地
区
理
事
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

　こ
の
7
年
間
、役
員
の
方
々
、

組
合
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
に

よ
り
任
期
を
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　と
り
わ
け
農
協
職
員
の
み
な

さ
ん
の
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、経
営
の
安
定
、収
量
の
安

定
・
増
大
、ま
た
、貯
蔵
・
出
荷

の
面
で
も
、知
恵
と
大
変
大
き

な
努
力
・
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　農
協
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
、

す
べ
て
の
組
合
員
・
職
員
の
認
識

と
し
て
徹
底
す
る
こ
と
が
、何
よ

り
も
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。総
代
会
へ
の
出
席
率
が
コ

ロ
ナ
以
降
き
わ
め
て
悪
い
こ
と

は
、打
開
す
べ
き
大
き
な
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。

　私
自
身
こ
れ
か
ら
は
、一
農
業

経
営
者
と
し
て
、そ
う
し
た
認

識
の
上
に
、多
少
な
り
と
も
地

域
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。　結

び
に
あ
た
っ
て
、組
合
員
・

職
員
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

齋藤　　正
（前）白老・苫小牧地区（白老）

　本
年
4
月
8
日
の
総
代
会
を

も
ち
ま
し
て
、三
期
九
年
間
の
理

事
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

　在
任
中
、役
職
員
お
よ
び
農

家
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
深

く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、貴
重
な
意
見
や

考
え
方
な
ど
多
く
を
勉
強
す
る

機
会
を
得
ま
し
た
。

　人
は
と
も
す
る
と
当
た
り
前

の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、在
任
中
に
気
づ
い
た
こ
と

を
記
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

・
農
家
の
経
営
内
容
を
環
境
や

背
景
を
考
え
ず
収
支
の
み
で
判

断
し
て
い
ま
せ
ん
か

・
農
家
を
つ
ぶ
す
こ
と
は
組
織
の

役
職
員
の
能
力
の
欠
如
と
み
な

さ
れ
ま
す

・
血
肉
の
伴
っ
た
指
導
、助
言
を

行
って
き
た
で
し
ょ
う
か

・
農
家
の
皆
さ
ん
は
本
能
、直

感
、活
動
力
を
持
って
い
て
、そ
れ

を
う
ま
く
引
き
出
す
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
ま
せ
ん
か

・
専
門
的
能
力
を
有
す
る
職
員

の
質
量
と
も
に
農
家
に
こ
た
え

る
に
充
分
と
言
え
ま
す
か

・
十
年
後
、二
十
年
後
の
具
体

的
な
ビ
ジ
ョン
は
人
を
引
き
付
け

る
で
し
ょ
う

・
い
い
意
見
、考
え
方
は
必
ず
後

世
に
行
き
続
く
と
思
い
ま
す

　循
環
・
持
続
・
共
生
・
成
長
・

拡
大
・
競
争

　何
が
ど
う
な
の

か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

西島　隆行
（前）安平地区代行（追分）

　時
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の

で
、気
が
つ
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に

６
年
と
い
う
月
日
が
経
ち
ま
し

た
。　振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、就
任

当
初
は
初
め
て
の
事
ば
か
り
で

不
安
な
日
々
の
連
続
で
し
た
が
、

理
事
会
等
々
の
会
議
に
出
席
し
、

役
職
員
の
方
々
と
会
話
を
交
わ

す
こ
と
で
次
第
に
雰
囲
気
に
も

慣
れ
、当
初
心
配
し
て
い
た
不
安

は
い
つ
の
間
に
か
消
え
去
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　農
協
理
事
と
い
う
役
職
は
確

か
に
大
変
な
面
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
問

題
、ま
た
数
年
先
に
起
こ
る
で
あ

ろ
う
諸
問
題
に
対
し
て
色
々
な

外
的
要
因
、例
え
ば
近
年
の
コ
ロ

ナ
過
・
紛
争
・
気
象
変
動
な
ど
で

正
解
は
無
い
と
思
い
ま
す
が
、役

職
員
、ま
た
組
合
員
の
皆
様
の

知
識
と
経
験
を
お
伺
い
し
、様
々

な
視
点
か
ら
諸
問
題
を
考
察
す

る
事
に
よ
って
限
り
な
く
正
解
に

近
い
最
適
解
を
導
き
出
し
て
い

く
も
の
だ
と
実
感
致
し
ま
し
た
。

　今
ま
で
農
協
を
外
か
ら
見
る

立
場
か
ら
一
転
、内
か
ら
見
る
と

い
う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂

き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　末
尾
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、ご一

緒
さ
せ
て
頂
い
た
理
事
や
職
員

の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
と
も

と
ま
こ
ま
い
広
域
農
業
協
同
組

合
が
時
代
の
変
化
に
即
応
出
来

る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
御
祈
念

い
た
し
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す

　平
成
23
年
か
ら
早
来
地
区
理
事

6
年
、代
表
監
事
9
年
、15
年
間

役
員
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
の
間
役
員
と
し
て
組
合

員
の
利
益
、農
協
の
発
展
に
寄
与
で

き
た
か
自
問
自
答
す
る
と
こ
ろ
で

す
が
、合
併
以
来
進
ん
で
い
な
か
っ

た
早
来
地
区
の
大
型
不
良
債
権
問

題
を
、当
時
の
秋
永
組
合
長
の
下
で

処
理
出
来
た
事
は
早
来
地
区
の
役

員
と
し
て
肩
の
荷
が
軽
く
な
っ
た
と

ほ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

様
々
な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
が

た
び
た
び
発
生
し
た
不
祥
事
。組

合
員
代
表
訴
訟
な
ど
予
想
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
事
案
に
多
く
の
労
力
と

時
間
を
費
や
さ
す
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
は
残
念
な
こ
と
で
し
た
が
、こ
の

こ
と
を
契
機
に
内
部
監
査
室
体
制

の
充
実
、内
部
統
制
の
整
備
が
図

ら
れ
農
協
改
革
の
確
実
な
前
進
に

な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　当
組
合
は
、現
在
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
新
し
い
施
設
の
建
設
、

人
材
の
確
保
、生
産
力
を
底
上
げ

等
待
っ
た
な
し
で
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
多
く
抱

え
て
い
ま
す
。直
近
の
世
界
的
な
問

題
と
し
て
中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ

る
、原
油
供
給
の
不
透
明
に
よ
る
石

油
由
来
の
資
材
価
格
の
高
騰
、品

不
足
な
ど
全
く
先
が
見
通
せ
な
い

状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
組
合

員
が
や
る
べ
き
事
、農
協
が
果
た
す

べ
き
こ
と
」の
役
割
を
明
確
に
し
て

相
互
扶
助
の
精
神
の
下
、組
合
員
、

役
職
員
一体
と
な
って
知
恵
を
絞
り

な
が
ら
、関
係
機
関
の
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
、中
東
紛
争
が
解
決
し
、様
々
な

事
項
が
紛
争
以
前
の
状
態
に
戻

り
、豊
穣
の
秋
を
心
か
ら
喜
ん
で
迎

え
る
事
が
で
き
る
よ
う
、ま
た
、皆

様
の
ご
健
勝
、組
合
の
発
展
を
祈
念

し
退
任
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。15

年
間
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

内藤　順介
（前）代表監事（早来）

梅田　鋭敏
（前）安平地区（早来）

　私
共
は
、旧
早
来
町
時
代
に
、

地
元
の
方
々
の
推
選
を
受
け
瑞

穂
安
平
地
域
の
役
員
と
し
て
、

そ
の
任
を
引
き
受
け
た
の
が
、

J
A
役
員
の
始
ま
り
で
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、J
A
役
員
と
同
時

に
農
業
委
員
の
推
選
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。は
じ
め
は
、私
共
の

よ
う
な
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

職
を
こ
な
し
て
行
け
る
か
と
悩

み
ま
し
た
。し
か
し
、考
え
て
み

れ
ば
国
民
の
大
事
な
食
料
を
生

産
し
、農
民
と
し
て
の
心
構
え
も

同
時
に
こ
な
す
に
は
、自
分
自
身

を
成
長
す
る
足
場
が
で
き
た
が

ゆ
え
に
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
意
志
の
も
と
、こ

れ
ら
の
役
職
を
や
り
き
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
新
た
な
気
持

ち
で
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。組
合
員
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
の
も
と
、今
日
ま
で
数
十

年
に
わ
た
り
そ
の
役
目
を
こ
な

す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、今
思
え

ば
組
合
の
皆
様
は
じ
め
多
く
の

方
々
の
御
支
援
の
お
か
げ
で
今

日
ま
で
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。今
日
の
よ
う
に
世

の
中
は
農
業
問
題
ひ
と
つ
扱
っ
て

も
大
変
厳
し
い
時
代
で
は
あ
り

ま
す
が
、今
後
は
新
役
員
の
皆

様
の
も
と
、一農
業
者
と
し
て
、今

日
ま
で
役
員
生
活
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
て
微
力
な
が
ら
地

域
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

業務執行理事

監事 女性参与

理事

女性理事

代表理事組合長（厚真）
堀　　弘幸（66歳）

代表理事専務（厚真）
石橋　公昭（63歳）

白老・苫小牧地区担当（苫小牧）
寒河江一富（73歳） 堀部　豊美（58歳）

白老・苫小牧地区代行（白老） 安平地区担当（早来）
金川　幹夫（64歳）

安平地区代行（追分）
中道　幸夫（70歳）

安平地区（早来）
大井　弘美（67歳）

安平地区（追分）
安井　貴志（55歳）

厚真地区担当（厚真）
堀田　昌意（44歳）

厚真地区（厚真）
小谷　和宏（63歳）

厚真地区（厚真）
山崎　基憲（51歳）

穂別地区担当（穂別）
中澤　　浩（65歳）

穂別地区（穂別）
藤江　政利（69歳）

学識経験 常務理事
松原　正明（65歳）

学識経験 信用理事
中村　賢樹（57歳）

（厚真）
佐藤美奈子（66歳）

代表監事（厚真）

斉藤 義幸（59歳） 石崎代里子（63歳）谷口 麻弥（52歳）

監事（員外） （追分） （穂別）

滝本 晴美（70歳）

常勤監事（学識）

服部 啓三（66歳）

監事（穂別）

菊地 英智（65歳）

監事（早来）

富樫瑛一朗（39歳）

とまこまい 広 域 農 業 協 同 組 合

新役員と参与紹介
　任期満了に伴い、第25回通常
総代会において役員及び参与改選
が行われました。
　とまこまい広域農業協同組合は、
新しい体制で動き出します。
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退任役員のご挨拶
　本年度の総代会において、任期満了に伴う役
員及び参与の改選が行われました。
　とまこまい広域農協を支えてきた役員の方々
に退任にあたってのご挨拶をいただきました。

伴辺　久子
（前）監事（員外）

　在
任
中
は
公
私
と
も
に
ひ
と

か
た
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
、厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。R
8

年
度
熱
望
し
て
い
た
女
性
の
理

事
が
2
名
誕
生
し
た
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

（
国
は
農
林
水
産
業
の
持
続
発

展
の
た
め
に
女
性
活
躍
は
重
要

と
推
進
し
て
き
ま
し
た
）次
は
職

員
の
女
性
管
理
職
が
増
え
る
事

を
期
待
し
て
い
ま
す
。朝
早
く

か
ら
農
作
業
を
し
て
会
議
に
出

て
こ
ら
れ
る
役
員
さ
ん
、参
与
さ

ん
に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

　私
は
、他
の
協
同
組
合
の
理

事
は
13
年
経
験
し
ま
し
た
が
、

員
外
監
事
と
い
う
の
は
初
め
て
で

し
た
。力
足
ら
ず
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、役
職
員
、組
合
員
さ
ん

の
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
2
期
6

年
続
け
て
く
る
事
が
出
来
ま
し

た
。又
、研
修
会
、組
合
員
懇
談

会
な
ど
で
農
業
の
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
が
分
か
って
く
る
楽
し
さ
も

あ
り
ま
し
た
。私
の
所
属
す
る

消
費
者
協
会
は
昨
年
60
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。先
輩
の
繋
い
で
き

た
活
動
の
お
か
げ
で
昨
年
は
、米

不
足
を
心
配
し
な
い
で
厚
真
の

美
味
し
い「
さ
く
ら
米
」を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。頑

張
って
い
る
人
に
頑
張
って
と
い
う

の
は
変
だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、Ｊ

Ａ
の
皆
さ
ん
今
年
は
問
題
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。子
供
た
ち
、

孫
た
ち
が
安
心
し
て
こ
の
地
域

で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
日
本
の

農
業
を
守
り
ま
し
ょ
う
。私
た

ち
消
費
者
も
頑
張
り
ま
す
。

（
員
外
か
ら
先
日
准
組
合
員
の

仲
間
入
り
し
ま
し
た
）

竹田　克市
（前）白老・苫小牧地区担当（白老）

　こ
の
度
、任
期
満
了
に
伴
い
、

と
ま
こ
ま
い
広
域
農
業
協
同
組

合
白
老
地
区
担
当
理
事
を
退
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　在
任
中
は
、組
合
員
の
皆
様

を
は
じ
め
関
係
各
位
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　振
り
返
れ
ば
、4
期
12
年
の

役
員
在
任
中
に
は
、農
畜
産
物

価
格
の
低
迷
や
胆
振
東
部
地

震
、集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
、異

常
気
象
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影

響
な
ど
自
然
災
害
な
ど
へ
の
対

応
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、担
い

手
不
足
な
ど
への
対
策
な
ど
、地

域
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
で
、微
力
な

が
ら
組
合
運
営
に
携
わ
って
ま
い

り
ま
し
た
。

　今
後
は
一
組
合
員
の
立
場
か

ら
、引
き
続
き
本
組
合
の
取
り

組
み
を
見
守
り
、支
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。結
び

に
、こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
皆
様
の
ご
健
勝
と
、と
ま
こ

ま
い
広
域
農
業
協
同
組
合
の
さ

ら
な
る
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念

い
た
し
ま
し
て
退
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小谷　正芳
（前）安平地区（早来）

　4
月
8
日
の
総
代
会
を
も
ち

ま
し
て
早
来
地
区
理
事
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

　こ
の
7
年
間
、役
員
の
方
々
、

組
合
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
に

よ
り
任
期
を
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　と
り
わ
け
農
協
職
員
の
み
な

さ
ん
の
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、経
営
の
安
定
、収
量
の
安

定
・
増
大
、ま
た
、貯
蔵
・
出
荷

の
面
で
も
、知
恵
と
大
変
大
き

な
努
力
・
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　農
協
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
、

す
べ
て
の
組
合
員
・
職
員
の
認
識

と
し
て
徹
底
す
る
こ
と
が
、何
よ

り
も
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。総
代
会
へ
の
出
席
率
が
コ

ロ
ナ
以
降
き
わ
め
て
悪
い
こ
と

は
、打
開
す
べ
き
大
き
な
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。

　私
自
身
こ
れ
か
ら
は
、一
農
業

経
営
者
と
し
て
、そ
う
し
た
認

識
の
上
に
、多
少
な
り
と
も
地

域
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。　結

び
に
あ
た
っ
て
、組
合
員
・

職
員
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

齋藤　　正
（前）白老・苫小牧地区（白老）

　本
年
4
月
8
日
の
総
代
会
を

も
ち
ま
し
て
、三
期
九
年
間
の
理

事
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

　在
任
中
、役
職
員
お
よ
び
農

家
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
深

く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、貴
重
な
意
見
や

考
え
方
な
ど
多
く
を
勉
強
す
る

機
会
を
得
ま
し
た
。

　人
は
と
も
す
る
と
当
た
り
前

の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、在
任
中
に
気
づ
い
た
こ
と

を
記
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

・
農
家
の
経
営
内
容
を
環
境
や

背
景
を
考
え
ず
収
支
の
み
で
判

断
し
て
い
ま
せ
ん
か

・
農
家
を
つ
ぶ
す
こ
と
は
組
織
の

役
職
員
の
能
力
の
欠
如
と
み
な

さ
れ
ま
す

・
血
肉
の
伴
っ
た
指
導
、助
言
を

行
って
き
た
で
し
ょ
う
か

・
農
家
の
皆
さ
ん
は
本
能
、直

感
、活
動
力
を
持
って
い
て
、そ
れ

を
う
ま
く
引
き
出
す
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
ま
せ
ん
か

・
専
門
的
能
力
を
有
す
る
職
員

の
質
量
と
も
に
農
家
に
こ
た
え

る
に
充
分
と
言
え
ま
す
か

・
十
年
後
、二
十
年
後
の
具
体

的
な
ビ
ジ
ョン
は
人
を
引
き
付
け

る
で
し
ょ
う

・
い
い
意
見
、考
え
方
は
必
ず
後

世
に
行
き
続
く
と
思
い
ま
す

　循
環
・
持
続
・
共
生
・
成
長
・

拡
大
・
競
争

　何
が
ど
う
な
の

か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

西島　隆行
（前）安平地区代行（追分）

　時
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の

で
、気
が
つ
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に

６
年
と
い
う
月
日
が
経
ち
ま
し

た
。　振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、就
任

当
初
は
初
め
て
の
事
ば
か
り
で

不
安
な
日
々
の
連
続
で
し
た
が
、

理
事
会
等
々
の
会
議
に
出
席
し
、

役
職
員
の
方
々
と
会
話
を
交
わ

す
こ
と
で
次
第
に
雰
囲
気
に
も

慣
れ
、当
初
心
配
し
て
い
た
不
安

は
い
つ
の
間
に
か
消
え
去
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　農
協
理
事
と
い
う
役
職
は
確

か
に
大
変
な
面
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
問

題
、ま
た
数
年
先
に
起
こ
る
で
あ

ろ
う
諸
問
題
に
対
し
て
色
々
な

外
的
要
因
、例
え
ば
近
年
の
コ
ロ

ナ
過
・
紛
争
・
気
象
変
動
な
ど
で

正
解
は
無
い
と
思
い
ま
す
が
、役

職
員
、ま
た
組
合
員
の
皆
様
の

知
識
と
経
験
を
お
伺
い
し
、様
々

な
視
点
か
ら
諸
問
題
を
考
察
す

る
事
に
よ
って
限
り
な
く
正
解
に

近
い
最
適
解
を
導
き
出
し
て
い

く
も
の
だ
と
実
感
致
し
ま
し
た
。

　今
ま
で
農
協
を
外
か
ら
見
る

立
場
か
ら
一
転
、内
か
ら
見
る
と

い
う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂

き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　末
尾
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、ご一

緒
さ
せ
て
頂
い
た
理
事
や
職
員

の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
と
も

と
ま
こ
ま
い
広
域
農
業
協
同
組

合
が
時
代
の
変
化
に
即
応
出
来

る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
御
祈
念

い
た
し
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す

　平
成
23
年
か
ら
早
来
地
区
理
事

6
年
、代
表
監
事
9
年
、15
年
間

役
員
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
の
間
役
員
と
し
て
組
合

員
の
利
益
、農
協
の
発
展
に
寄
与
で

き
た
か
自
問
自
答
す
る
と
こ
ろ
で

す
が
、合
併
以
来
進
ん
で
い
な
か
っ

た
早
来
地
区
の
大
型
不
良
債
権
問

題
を
、当
時
の
秋
永
組
合
長
の
下
で

処
理
出
来
た
事
は
早
来
地
区
の
役

員
と
し
て
肩
の
荷
が
軽
く
な
っ
た
と

ほ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

様
々
な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
が

た
び
た
び
発
生
し
た
不
祥
事
。組

合
員
代
表
訴
訟
な
ど
予
想
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
事
案
に
多
く
の
労
力
と

時
間
を
費
や
さ
す
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
は
残
念
な
こ
と
で
し
た
が
、こ
の

こ
と
を
契
機
に
内
部
監
査
室
体
制

の
充
実
、内
部
統
制
の
整
備
が
図

ら
れ
農
協
改
革
の
確
実
な
前
進
に

な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　当
組
合
は
、現
在
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
新
し
い
施
設
の
建
設
、

人
材
の
確
保
、生
産
力
を
底
上
げ

等
待
っ
た
な
し
で
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
多
く
抱

え
て
い
ま
す
。直
近
の
世
界
的
な
問

題
と
し
て
中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ

る
、原
油
供
給
の
不
透
明
に
よ
る
石

油
由
来
の
資
材
価
格
の
高
騰
、品

不
足
な
ど
全
く
先
が
見
通
せ
な
い

状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
組
合

員
が
や
る
べ
き
事
、農
協
が
果
た
す

べ
き
こ
と
」の
役
割
を
明
確
に
し
て

相
互
扶
助
の
精
神
の
下
、組
合
員
、

役
職
員
一体
と
な
って
知
恵
を
絞
り

な
が
ら
、関
係
機
関
の
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
、中
東
紛
争
が
解
決
し
、様
々
な

事
項
が
紛
争
以
前
の
状
態
に
戻

り
、豊
穣
の
秋
を
心
か
ら
喜
ん
で
迎

え
る
事
が
で
き
る
よ
う
、ま
た
、皆

様
の
ご
健
勝
、組
合
の
発
展
を
祈
念

し
退
任
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。15

年
間
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

内藤　順介
（前）代表監事（早来）

梅田　鋭敏
（前）安平地区（早来）

　私
共
は
、旧
早
来
町
時
代
に
、

地
元
の
方
々
の
推
選
を
受
け
瑞

穂
安
平
地
域
の
役
員
と
し
て
、

そ
の
任
を
引
き
受
け
た
の
が
、

J
A
役
員
の
始
ま
り
で
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、J
A
役
員
と
同
時

に
農
業
委
員
の
推
選
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。は
じ
め
は
、私
共
の

よ
う
な
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

職
を
こ
な
し
て
行
け
る
か
と
悩

み
ま
し
た
。し
か
し
、考
え
て
み

れ
ば
国
民
の
大
事
な
食
料
を
生

産
し
、農
民
と
し
て
の
心
構
え
も

同
時
に
こ
な
す
に
は
、自
分
自
身

を
成
長
す
る
足
場
が
で
き
た
が

ゆ
え
に
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
意
志
の
も
と
、こ

れ
ら
の
役
職
を
や
り
き
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
新
た
な
気
持

ち
で
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。組
合
員
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
の
も
と
、今
日
ま
で
数
十

年
に
わ
た
り
そ
の
役
目
を
こ
な

す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、今
思
え

ば
組
合
の
皆
様
は
じ
め
多
く
の

方
々
の
御
支
援
の
お
か
げ
で
今

日
ま
で
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。今
日
の
よ
う
に
世

の
中
は
農
業
問
題
ひ
と
つ
扱
っ
て

も
大
変
厳
し
い
時
代
で
は
あ
り

ま
す
が
、今
後
は
新
役
員
の
皆

様
の
も
と
、一農
業
者
と
し
て
、今

日
ま
で
役
員
生
活
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
て
微
力
な
が
ら
地

域
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

業務執行理事

監事 女性参与

理事

女性理事

代表理事組合長（厚真）
堀　　弘幸（66歳）

代表理事専務（厚真）
石橋　公昭（63歳）

白老・苫小牧地区担当（苫小牧）
寒河江一富（73歳） 堀部　豊美（58歳）

白老・苫小牧地区代行（白老） 安平地区担当（早来）
金川　幹夫（64歳）

安平地区代行（追分）
中道　幸夫（70歳）

安平地区（早来）
大井　弘美（67歳）

安平地区（追分）
安井　貴志（55歳）

厚真地区担当（厚真）
堀田　昌意（44歳）

厚真地区（厚真）
小谷　和宏（63歳）

厚真地区（厚真）
山崎　基憲（51歳）

穂別地区担当（穂別）
中澤　　浩（65歳）

穂別地区（穂別）
藤江　政利（69歳）

学識経験 常務理事
松原　正明（65歳）

学識経験 信用理事
中村　賢樹（57歳）

（厚真）
佐藤美奈子（66歳）

代表監事（厚真）

斉藤 義幸（59歳） 石崎代里子（63歳）谷口 麻弥（52歳）

監事（員外） （追分） （穂別）

滝本 晴美（70歳）

常勤監事（学識）

服部 啓三（66歳）

監事（穂別）

菊地 英智（65歳）

監事（早来）

富樫瑛一朗（39歳）

とまこまい 広 域 農 業 協 同 組 合

新役員と参与紹介
　任期満了に伴い、第25回通常
総代会において役員及び参与改選
が行われました。
　とまこまい広域農業協同組合は、
新しい体制で動き出します。
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さんさん

あぐり講座
胆振農業改良普及センター東胆振支所

とまこまい広域農業協同組合「機構図」（令和8年4月1日改正案）

内部監査室

企画管理部

信用担当理事
金融共済部

内部監査課

白老支所
金融共済課

生産課

金融共済課

金融共済課

営農農産課

金融共済課

営農農産課

金融共済課

営農農産課

営農課

畜産部

購買部

早来資材店
早来給油所
追分資材店
追分給油所

穂別資材店
穂別給油所
穂別整備工場

（白老支所勤務）

審査課

管理課

情報経理課

貯金課

融資課

共済課

共済推進課

蔬菜園芸課

営農課

農産課

生産資材課

機械燃料課

生活課

総合支援課

購買経理課

畜産課

酪農振興課

総代会

組合長

常　務
審査担当理事

専　務

理事会

地区担当理事会

管理委員会

生産委員会

経営指導委員会

経営会議

企画会議

監事会

苫小牧支所

早来支所

追分支所

厚真支所

穂別支所

白老畜産係

早来・追分購買課

穂別購買課

営農部

農産部

1係

1係

2係

1係

1係
2係

3係

厚真資材店厚真資材店

厚真農機車輌センター厚真農機車輌センター
厚真給油所厚真給油所

Aコープ厚真店Aコープ厚真店

 経営指導班
（購買部連携）

 経営指導班
（購買部連携）

 経営指導班
（購買部連携）

 経営指導班
（購買部連携）

 経営指導班
（購買部連携）

 （上厚真給油所） （上厚真給油所）

1係

本所：1本部　2室　6部　21課　グループ2係　29係
支所：6支所　10課　22係

1係

2係

1係

4係

3係

2係

2係

2係

1係

3係

2係

1係

1係

1係

1係

1係

1係

1係

3係

1係

施設グループ 2係

2係

1係

農業振興企画課農業振興企画室 2係

（組織）

農
業
振
興
本
部

参

　
事

 （金融共済店）
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　直播・密植・無整枝放任栽培で品種・増肥・収穫後の乾燥を組み合わせることで、高収量
が期待できます。今年の栽培にご活用下さい。

１　品種
　「グラッセ（タキイ種苗）」と「黒船ハマー（サカタ
のタネ）」は、令和5年の異常高温でも標準品種（えび
す、ケント）並みの高収量を確保した。
　「グラッセ」は、うどんこ病耐病性を持つことから
無防除条件下でも収穫期まで茎葉が維持され、日焼け
果の発生も抑えられる。
　「黒船ハマー」は、過酷な栽培条件下でも高収量を
維持できる。肉厚で内部のワタが少なく一果重が重い。

２　増肥
　増肥によって収量は増加傾向である。品種によっては窒素1.5倍量で頭打ちである。「黒
船ハマー」は窒素2倍量でさらに増収する。

３　収穫後の乾燥
　温度が高く、外気が流入しない倉庫などで保管する場合、扇風機などにより常時送風す
ることで腐敗を抑制できる。ただし、15℃以下になる場合、果実に風が当たらないように、
送風停止や遮風（カーテンやネット）をする。

省力多収栽培

品種 「グラッセ」、「黒船ハマー」

窒素施肥量 施肥対応量の1.5倍
※本試験では緩効性肥料を30%もしくは50%の割合で使用

その他
直播、密植※、無整枝　※本試験では1,000株/10a

「グラッセ」は収穫が遅れると腐敗果率が
高まるので適期に収穫すること

収穫後
（キュアリング

不要）
7～14日間

施設 常時解放され風通しのよい
雨よけハウスなど

温度が高く、
外気の流入がない倉庫

処理

送風不要 常時送風
ただし、果実表面の温度が
15℃以下になる場合は
カーテンやネットで遮風する

ただし、果実表面の温度が
15℃以下になる場合は
送風を停止する

 図１ 省力多収栽培と長期安定出荷技術による収益性向上技術 
 ※写真、図は令和７年度指導参考事項より引用

かぼちゃの省力多収栽培と
長期安定出荷技術

（令和7年度指導参考事項の紹介）

写真１　「グラッセ」

写真２　「黒船ハマー」


